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本日の卓話
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　2016ー 2017年度テーマ
R . I . テ ー マ	 「変化をもたらす」
	 	 R . I . 会 長	 イアン H.S. ライズリー
	 	 地区ガバナー	 吉 田 雅 俊
クラブテーマ	 「身も心も健康で、前に進もう」	
	 	 クラブ会長	 田 村 順 二

今後の卓話予定

３/21	 春分の日　休会　	

３/28	 地区委員会「バギオ基金について」	

幹事報告＜浜中幹事＞
・３月28日に地区バギオ基金委員会より卓話
者が来られます。本日寄付を集めさせて頂
きますので、よろしくお願い致します。

・本日田村会長がローターアクトクラブ例会に
て卓話をされます。皆様応援に参加下さい。

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

	 44 名	 1 名	 4 名	 38 名	 1 名	 97.44％	 1529 回例会修正　欠席 7 名・出席率 81.58％

前回（3/7　1531 回例会）の記録

◆ゲスト	 1 名	 入会候補　松丸　貴 様

◆ビジター	 1 名	 足立ロータリークラブ　吉田和敏 様

会長報告＜田村会長＞
・最近はジョッキに氷を入れて、ノンアル
コールビールを楽しんでいます。ビールは
あまり飲まなくて良くなりました。その後

に美味しいワインを２〜３杯か日本酒（冷
酒）を２〜３杯楽しんでおります。お陰様
で二日酔いとは無縁の生活になりました。

・例会変更のお知らせが、上野R.C .、御苑
R.C.より来ております。詳しくは事務所迄。
・本日は、例会終了後、理事・役員会があり
ますので、よろしくお願い致します。
・来週３クラブ合同例会ですので、本日出席
100％を表彰します。

年間100％出席	 　　　　　後 上 　 清 君　５回　　



ニコニコボックス
＜東京足立 R.C.　吉田和敏様＞
・常見、スピーチ頑張ってね。応援しているよ‼
太めのレフェリー、JBC試合役員会会長になり
ました‼

＜田村会長、浜中幹事＞
・江連さん、常見さん、本日のイニシエーション
スピーチ、がんばって下さい。

＜後上、宮村、丸岡、吉沼、磯本、宮崎、潮田、
長沼、河村、渡辺、太田、岩戸、斎藤、古谷、
原田、立野、岩田、山尾、中村、園部、藤掛、
内田、尾泉、矢野、松本＞

・江連さん、常見さん、「イニシエーションスピー
チ」楽しみにしております。

＜江連、常見＞
・本日イニシエーションスピーチ致します。よろし
くお願い致します。

＜斎藤、山尾＞
・平昌パラリンピック、いよいよ開催‼
　がんばれ日本‼世界にはばたけ‼
＜上原＞
・句集「花の雲」を配布しました。浅草クラブの
メンバーが中心です。ご笑納下さい。

＜斎藤＞
・辻一弘さん、アカデミー賞受賞（メイクアップ
部門）おめでとうございます。

＜天笠＞
・渡辺先生、税務申告をありがとうございまし
た。お陰様で今年もホットしています。

＜長沼、大塚＞
・お誕生日のお祝いをして戴き、有難うござい
ました。

会員卓話

　　　　

常　見　英　彦　会員

イニシエーションスピーチ

委員会報告
＜３クラブ合同例会　藤掛会員＞
・３月14日は３クラブ合同例会です。詳し
くは「実施に当たって」をお読み下さい。

＜男の料理教室　丸岡会員＞
・３月14日に「第３回　男の料理教室」が開
催されます。ご参加出来る方は、是非とも
お願いいたします。



　本日は入会してまだ１ケ月という新人の私に貴重なお時間を頂き、イニシエーションス
ピーチをさせて頂くことに改めて感謝申し上げます。
折角の機会ですので、まずは自分のこれまでの生い立ちを時代とともに振り返りお話しさ
せていただきます。
私は１９６３年５月２８日生まれでの５４歳で、今年の５月で５５歳になります。　　
両国にある同愛記念病院で生まれました。
実家は昭和通り沿いにある東上野２丁目で釣用品の卸売業を営んでいたため、幼少期は同
じく東上野にある倉庫兼自宅で過ごし、倉庫が遊び場で釣用品に囲まれながら過ごした記
憶がかすかに残っています。
幼稚園は近所にあった西町幼稚園（現在の永寿病院）に年少の１年間だけ通い、倉庫の拡
張に伴い両親が千葉に引っ越すこととなり、市川市にある市川学園幼稚園に転園し、卒園
後は市川市立八幡小学校に入学。２年生の時に祖父母がいる船橋市西船に引っ越すことに
なりますが、転校を嫌い卒業まで電車通学をすることとなりました。
小学校時代は４年生からサッカー部に入り、毎日遅くまでサッカーの練習に明け暮れまし
た。今でこそ少年サッカーは盛んですが、当時は小学校にサッカー部があるところはそれ
ほど多くなく、練習試合などで遠征に行く事もしばしばあったと記憶しています。
私たちが小学校に通っていた１９７０年代はプロスポーツと言えばやはり野球や相撲で、野
球ではジャイアンツが９連覇、相撲では輪島や北の湖などが活躍していた時代でした。
サッカー少年ではありましたが、野球も好きで後楽園球場には父と良く行きました。
１９７４年１０月１４日の長嶋さんの引退試合、中日とのダブルヘッダーは見に行くことは
出来ませんでしたが、長嶋さんと同い年で大ファンであった父が泣いている姿が印象に
残っています。
逆に当時のサッカープロリーグは人気が無く、サッカー部の顧問や仲間と西が丘のサッ
カー場に観戦に行った読売クラブと古河電工の試合は閑古鳥が鳴いている状態でした。
その後もしばらくはそういう状態が続いたと思いますが、１９９３年に発足したＪリーグの
ヴェルディ川崎と横浜マリノスの試合に大観衆が集まっているのを見たときは、サッカー
界もここまで来たのかという、何か感慨深い思いがありました。
中学・高校は小学校と同じ市川市にある、私立市川学園（現市川高校）に入学しました。
サッカー部の仲間も何人か入学し、みんなはすぐに中学サッカー部に入部したのですが、
私はサッカーではなく違うことをやってみたいと思い、１年間部活に所属せず色々考えた
結果、２年生から硬式テニス部に入部しました。何でテニスかというよりは、また同じメ
ンバーでサッカーをやることにあまり乗り気でなかったというのが正直な気持ちでした。
テニスというと軟弱なイメージをお持ちの方もいるかと思いますが、実際にやってみると
ネットを挟んだ格闘技と言われるほど激しい動きを求められ、非常にハードなスポーツです。
現在もそうですが、当時もウインブルドンや全米オープンでは５セットマッチでフルセッ
トまでもつれ込めば、５時間近い闘いとなることもよくありました。
当時人気だったのが、男子ではコナーズ、ボルグ、マッケンロー、ビラス、女子ではエバー
ト、ナブラチロワ、キング夫人などでした。
私はボルグが好きで、彼が使用していたドネーというラケットを暫く使っていました。
当時、夜中に放映していた４大大会をテレビで観た翌日はテニス部の仲間と「俺がボルグ、
お前はコナーズ」などと言いあいながら、試合をしていたことをよく覚えています。
松岡修造は私より４歳年下ですが、彼がウインブルドン（１９９５年）でベスト８に入った



時は、日本人もここまで来たかと思いましたが、錦織圭が全米オープンで準優勝した際は、
学生時代を思い出して興奮して試合を見ました。
高校卒業後は明治大学商学部に入りまして、ゼミなので勉強もそれなりにしましたが、テ
ニスはサークルで遊び程度に続けるだけで、授業が終わると麻雀やアルバイト、飲み会に
明け暮れる毎日でした。
今でこそ明治は女性が増えましたが、当時は商学部では１クラスに女性が４名ほどしかお
らず、中学高校、そして大学と女性とはあまり縁のない学生生活でした。
卒業して３０年経ちますが、最近５０歳を過ぎていから当時のゼミ同期メンバーと定期的
に飲み会や駅伝の応援などをしながら旧交を温めています。
大学を卒業した後、百貨店の高島屋に就職し配属は日本橋にある東京店で担当は食料品で
した。
最初の配属は総菜売り場で、まだ「デパ地下」という言葉が無い頃でしたが、一人住まい
の方や単身赴任の方、また若い女性向けに販売した「個性色々」というブランドで小さな
パックに入った惣菜が大ヒットしました。また最近では当たり前になった中食などが流行
り始めた頃でした。その後、全国の名産品を集めた味百選売り場を経て洋菓子も担当しま
した。
当時の食料品フロアの先輩は体育会系が多く、今でしたら完全パワハラというような指導
を沢山受けましたし、そのことを話し始めると１時間では足りませんが、今思うとあの時
の経験は非常に貴重で、有難いモノでした。
因みに新入社員の時に参加した社員旅行で罰ゲームとしてやらされたのは、かっぱ橋で
勝ってきた大きな盃（相撲の優勝力士が使う物と同じような大きさ）で日本酒やビール、
焼酎などをチャンポンしたものを一気に飲まされ、最後はプロ野球の優勝祝勝会のビール
かけのように頭から盃の中身をかぶることになりました。　
１年上の先輩の罰ゲームは、磔にされてパイ投げの的だったとの事です。
高島屋では売り場だけでなく、人事の教育トレーナーとして新入社員の指導を担当したり、
労働組合の執行委員も務めさせて頂き、春闘や秋闘などでの団体交渉や、経営協議会への
参加など、通常の社員ではあまり体験出来ない貴重な時間を過ごすことが出来ました。
仕事以外では、今の妻のとの出会いもありまして、同期の短大卒だったのですが、４年半
お付き合いした後、平成３年に結婚し２７年になります。
平成５年に長男、平成９年に二男が誕生し、二人とも２０歳を超えましたので、今は夫婦
二人の生活になっています。
高島屋には６年間勤務しましたが、３０歳になる手前で退職し、平成５年に今現在の会社、
株式会社ツネミに入社し、営業担当などで全国各地の小売店さんを廻りました。
平成１２年に父の後を引き継ぎ社長に就任し、１８年経過した今に至ります。
当社に入社したのちの仕事や釣り業界、釣りについてはいずれ別の機会にお話しさせて頂
きたいと思います。　
最後になりますが、私の趣味について話しさせていただきたいと思います。　
趣味は釣りではなくて、釣りはあくまでもビジネスでして、最近はあまりしていません。
趣味は二つありまして、入会申込書にも書いたのですが、ボクシング観戦と城めぐりです。
ボクシングを見るようになったきっかけは、今から遡ること４２年、１９７６年１０月１０日、
山梨県甲府市の山梨学院大学体育館で行われた世界タイトルマッチで、当時リトルフォア
マンという異名を持ったチャンピオン「ファングスマン」に見事なＫＯ勝ちをした具志堅



用高の試合を見て衝撃を受け、具志堅さんのファンになってからです。　
以来、具志堅さんはご承知の通り未だ破られない１３度のタイトル防衛を果たすわけです
が、具志堅さんが引退した後も、後楽園ホールに通ったり、学生時代はお金が無かったので、
世界戦は専らテレビ観戦でしたが、ほとんどの試合を見ていました。
当時買っていたボクシングマガジンに観戦記を投稿して、何回か掲載されたこともありま
した。
就職して忙しくなり、一時期生で観にいくことは減りましたが、ここ１０年ほどは以前の
熱が再燃して、世界戦や日本タイトルマッチ、又ＷＯＷＯＷで毎週放映されている「エキ
サイトマッチ」は欠かさず見ているので、年間２００試合以上を観戦していることになり
ます。
昨年見事世界チャンピオンになった五輪金メダリストの村田亮太の試合も観戦に行きまし
たし、残念ながら負けてしまいましたが、先週の１日に行われた山中慎介の試合も現場で
観ました。山中の世界戦はタイトルを取った試合から防衛戦まで東京で行われた試合はす
べて観戦に行っています。
白井義男さんやファイティング原田さんの時代は、世界に８階級しかなく世界チャンピオ
ンは８人しかいなかったわけですが、現在は１７階級４団体あるので、暫定チャンピオン
やスーパーチャンピオンなどを入れると７０人以上いることになり、チャンピオンの価値
が下がったなどと言われています。
百田尚樹さんの著書でファイティング原田さんのことを描いた「黄金のバンダムを破った
男」の中でもチャンピオンの価値について触れられています。
これまで、日本で誕生した世界チャンピオンは男子９１名、女子で２１名いますが、男子
では、先ほどの白井さん、原田さんに続いて３人目のチャンピオンになった「カミソリパ
ンチ　海老原博幸」・「ハンマーパンチ　藤猛」・「シンデレラボーイ　西城正三」・「永遠の
チャンピオン／逆転の貴公子　大場政夫」・「炎の男　輪島功一」・「カンムリワシ　具志堅
用高」・「フェニックス　大橋秀行」など個性的で花のある世界王者がたくさんいました。
女子はまだまだ選手層が薄い面もありますが、５階級を制覇した藤岡奈穂子などが今でも
現役で頑張っています。
一時期、日本も世界挑戦２１回連続失敗など、チャンピオンが一人もいない時期もありま
したが、現在は１１名の世界王者がいて、ボクシング界も盛り上っています。
先ほどのチャンピオンの価値が下がったという話しはあるものの、最近では３階級制覇し
引退した長谷川穂積や、１１度の防衛を果たした「ＮＯ！ダイナマイト　内山高志」、先ほ
ど話した「神の左　山中慎介」、そしてアメリカ進出を果たし今後は３階級制覇、１３連続
防衛の記録更新を目指す「モンスター　井上尚哉」など、本物のチャンピオンもいますので、
まだまだ日本のボクシングは期待が持てますし、世界を見ると多くの名チャンピオンがい
て、１試合で何十億、ナン百億と稼ぐボクサーもいます。
今、日本と並んで世界チャンピオンが１２名いるイギリスでは、昨年行われたヘビー級の世
界戦、アンソニージョシュアとウラミジールクリチコの試合はロンドンのウェンブリースタ
ジアムに９万人の観衆を集めて行われるなど、今最もボクシングが盛り上がっています。
私の夢はラスベガスでスーパーファイトを見ることで、出来ればそこに日本人選手がいて
欲しいと願っています。
ボクシングの話しもし始めると夜まで掛かってしまうので、ここで止めますが最後に台東
区にゆかりのある世界王者というと二木の菓子で働いていたという、永遠のチャンピオン



大場政夫ですね。
生では見ていませんが、試合が早く終わった後に放映された思い出の名場面で見て、その
かっこよさにあこがれました。
次にもう一つの趣味である城めぐりですが、もともと日本史が好きで大河や正月時代劇な
どは欠かさず見ていましたし、歴史小説なども読んだりしていましたが、お城に興味を持
ち始めたのは今から１０数年前で、実際にお城に行き始めたのは２００７年の１１月に小田
原城にいったことがきっかけだったと思います。
その後１年に数カ所ですが行くようになり、２０１１年の９月に松本城に行った際に、売店
で「日本１００名城」の本を見つけて、スタンプラリーのようになっているので、これは
面白い、やってみようと本を購入しました。
その後、６年半で現在６３ケ所の城に行きました。ただ最初の３年ぐらいは非常にハイペー
スでしたが、東日本はある程度行けたものの、ここ数年は仕事の忙しさもありペースダウ
ンしているのが実情です。
特に中国・四国には２４ケ所あり、まだ５ケ所しか行けていません。特に四国にある９ケ
所の内、行けたのは高知城のみです。
国宝である、松本城・犬山城・彦根城・姫路城は行きましたが、最後に指定された松江城
はまだいけていません。
日本の城の数は諸説あって、数百～数千、また２万５千あったと書物に記されているとの
話しもありますが、今後も１００名城をまず制覇し、今年の４月から新たに始まる「続・
１００名城」の制覇を目指していきたいと思っています。
以上、長々とお話ししてきましたが、ボクシング観戦・城めぐりに関しては是非ご興味の
ある方はご一緒出来ればと思っております。
本日はこのようにお話しする機会を頂戴し、ありがとうございました。この度浅草中央ロー
タリークラブに入会させて頂き、まだ１ケ月で右も左もわからない新人ではありますが、
諸先輩方にご指導いただき、ロータリーの精神をしっかりと身に付け今後も活動していき
たいと考えております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　　　　

江　連　雅　孝　会員



＜今週担当　宮崎守弘＞

　本日はイニシエーションスピーチの時間を頂きまして誠にありがとうございます。
　先日、私の歓迎会を開催して頂いた時と少し話は重複してしまいますが今回、イニシエー
ションスピーチということでまずは私についてお話をさせて頂きたいと思います。1969 年
( 昭和 44 年 )12 月 24 日神田駿河台の日大病院で生を受けました。私は 2人兄弟であり 4歳
年上の兄がおります。住まいは生まれた時は東日暮里、その後、千束（光月町）小学校 3、
4 年生の時に今の住まいであります西浅草に越してきました。学歴はドン・ボスコ保育園
( 荒川区 ) 富士見小学校 ( 千代田区 ) 日大一中・日大一高 ( 墨田区 ) を卒業、一浪して日本歯
科大学歯学部に入学・卒業致しました。さらに日本歯科大学大学院入学・修了致しました。
論文のテーマは「Ca 拮抗薬 ( アムロジピン ) が培養ヒト歯肉繊維芽細胞に及ぼす影響」と
いう研究で学位を取得させて頂きました。大学院修了後、日本歯科大学附属病院歯周病科
に医局員とし在籍し、その後は足立区にあります大出歯科医院に就職致しました。そこで
は一般歯科を中心に小児歯科という分野も学ぶことが出来ました。その後、現在開業して
おります江連歯科医院に就職致しました。その頃は母が院長をしており昔の診療方針と自
分の学んできた治療方針でよく言いあいをした記憶があります。その後、母の病気なども
あり私が後を受け継ぎ院長に就任致しました。その際に医院名を漢字の江連からひらがな
のえづれに名前を変更致しました。現在は小さなお子様からお年寄りの方、時にはインプ
ラント手術をする等忙しくも充実した医療提供をさせていただいております。また校医を
させていただいている駒形中学校では歯科検診をはじめ歯ブラシ指導等を行って、地域医
療の底上げをおこなっております。
出向から戻り町会の青年部 ( 私の町会では若睦）に入会しました。お祭りが好きという事
もありますが地域の方々と共に生きていこう、そして母が開業した医院をこの浅草の地に
発展させたいという決意表明でもありました。
　また、お祭りを通してこのロータリークラブにわたしを推薦してくださった浅草神社の
矢野さん潮田さんと知り合いました。そして青年部連合会長をさせて頂き片岡さん、丸岡
さんとも知り合う事ができました。現在、浅草神社青少年のへの育成強化 ( 浅草神社体験
学習、田植え、稲刈りなど ) 日本伝統文化の継承 ( 社子屋など ) などの取り組みに感銘を受
け、お手伝いさせて頂いております。奉仕をさせて頂いている中で日本の数ある行事は古
来より人を大切に思う気持ちや敬う気持ち、健康でおいしい物を口にすることが出来るこ
とを改めて感謝できるとても貴重な機会を学ばせていただいております。今後も日本のい
いところ、日本人の持っている素晴らしい心を、矢野さんはじめ、氏子、神社崇敬者の方々
と共にこども達や後世に伝えていければと思っております。
　そして最後にこの伝統ある東京浅草中央ロータリークラブに会員の皆様に承認を頂き
入会させて頂きました事、誠に光栄であり感謝致します。まずは自分に出来ることからで
「クラブ奉仕によってロータリーが身につく」という言葉を信じ行動していきたいと思い
ます。ご清聴ありがとうございました。




